
全体会＆研修会 令和６．６．１２ in 中央

図書館

令和7年度 第1回そだつ部会

『できた！」を積み重ねるまいにち 令和7年10月17日 in 中央図書館

話題提供 グループワーク

参加者からの感想

〇とても良かったです。楽しかったし、考え方の転換の練習もできたし、初めて話す
人ともワークを通してうちとけた話ができていい時間でした。自分を幸せにすること、
一番大事ですよね。(保護者)
〇自分のこりかたまった考え方が、すごく出ていたので、自由に発想できることがす
ごい楽しかった。 (療育等事業所)
〇自分が幸せだと、周りも幸せに。それがまた子供や周りに伝わる。以前から笑顔
で対面することを心がけていました。人それぞれに子育ての大変さがありますが、こ
のような機会で話すことで、たくさん意見をいただけました。 (相談支援事業所)
〇グループで話したり、課題を考えたりする中で、「自己決定」がいかに大事か改
めて考えさせられた。細かいステップ、選択肢の準備は支援者がするけど、決める
のは本人。本人が納得してできる（自己決定)よう、我々が選択肢を考えられること
が大事。(学校関係者)

日常のひとコマに対して「出来た！」を積み重ねる喜び、支援のヒント、声掛けのヒント、スモール(ベイ
ビー)ステップのヒントを学びました。終始笑顔あふれる会場で、22名の方の参加がありました。

そだつ部会・部会長 上江 達也氏
(むすび桜が丘)

結論からいいます。

ステップ(行程)を
細かくできればできるほど
「できた」を見つけやすい！


